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後援会会長挨拶
仙台白百合女子大学後援会 会長 上野　美和

平素より仙台白百合女子大学後援会活動に学生方、先
生方、保証人の皆様には、ご理解、ご協力をいただき心
より感謝申し上げます。

コロナ禍で私たちの生活は一変しました。ご子女にお
かれましても、これまでに様々な制約の中で学生生活を
送らせてきたことと思います。

一昨年、新型コロナウイルス感染症が5類に移行されま
した。徐々に規制が緩和がなされてきた中で、例年通り
実施できるという状況が増えてきました。身近なところ
では、オープンキャンパスや、教育実習、講演会、特に
大学祭は本年度も一般公開もされ、地域の方々も足を運
ばれ楽しんでおられました。学長をはじめ、学生達や皆
様の頑張りで無事に終えることが出来たことに改めて感
謝いたします。

さて、仙台白百合女子大学は2026年に創立60周年を迎

えます。記念事業のスタートと
して学生、先生方、同窓会の皆
様からの投票により、記念ロゴ
マークが決定されました。チャ
レンジする姿勢を一輪の百合になぞらえ、凛と清らかで
美しく、品もありながら力強さもあるまさにご子女を描
かれたかのような素敵なロゴマークだと思います。

仙台白百合女子大学後援会は2011年10月に発足いたし
ました。会の目標とする大学と保証人との連携を密に一
致協力した活動による学生生活の向上ならびに、大学の
発展に向け、事業計画の立案を皆一丸となり進めてきま
した。保証人の皆様には、引き続き後援会活動のご理解
とご協力を賜りますようお願い申し上げます。末筆では
ございますが、学生の更なる飛躍と皆様のご多幸を祈念
し、ご挨拶とさせていただきます。

学長挨拶
仙台白百合女子大学  学長 加藤　美紀

後援会の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚
く御礼申し上げます。

本学の教育・研究・社会貢献活動の成果は、ひとえに
保護者・保証人の皆様からの温かいご支援とご協力の賜
物です。おかげさまで、今年度も国家試験や各種検定試
験の対策講座、大学祭や学科イベント、著名人の講演会
など、多岐にわたって学生の幸福と成長に資する企画を
実施することができました。

2024年4月より学長ビジョン2030 SSGs（Sendai Shirayuri 
Goals）を掲げ、全学的に取り組んでおります。東北唯一
の四年制カトリック大学として、アイデンティティであ
る建学の精神に原点回帰し、現代社会のニーズに即応し
た革新を目指すものです。「いのちを守る」「共に生きる」

「よりよい世界を」「明るい地球の未来へ」に基づく8つの
目標を設定しています。

SSGsは、国際社会と連帯して、持続可能でよりよい世
界を目指すSDGsを白百合ならではの教育によって実現
しようとするものです。地球上の「誰一人取り残さない

（leave no one beind）」というSDGsの理念は、本学の設
立母体であるシャルトル聖パウロ修道女会のモットー「す
べての人にすべてとなる（Be All to All）」の精神と合致
しているのです。

また、「就職に強い大学」としての実績を活かして、キャ

リアサポーター制度を導入し、
全国初のZ世代親子就職体験や
宮城の企業訪問バスツアーを実
施、海外インターンシップも含
めてキャリア教育をさらにパワーアップさせました。

本学では、英語圏・アジア圏の８カ国16大学と留学提
携を結び、数多くの海外留学経験者を社会に輩出してき
ましたが、給付型奨学金などで学生の夢の実現を経済的
にもサポートしています。学科を問わず多彩な異文化体
験プログラムを提供しておりますので、様々な機会をと
らえて、国際感覚を磨いていただけるよう願っておりま
す。

2025年度はグローバル・スタディーズ学科にITビジネ
ス・スタディコースを新設します。また二つのセンター
をオープンします。学生・教職員の心身の健康を包括的
にケアするウェルネスセンター、本学と地域をつなぐ学
びの拠点となるステラマリスセンターです。

これからも学生の皆様がキャンパスライフを謳歌し、
自分らしく幸せにいのちを輝かせて、人々と共に他者の
ために貢献する人に成長できますように、教職員一同、
力を合わせて日々精進してまいります。今後とも後援会
の皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。
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第14回後援会総会報告

2024年６月15日（土）の午前、2024年度後援会総会を開催
しました。

第一部では、
①2023年度事業報告
②2023年度決算報告及び監査報告
③2024年度事業計画（案）
④2024年度予算（案）
⑤理事の選出（案）
の5議案の審議を行い、5議案全てのご承認を頂きました。
第二部では、本学学長・グローバル・スタディーズ学科教

授の加藤美紀先生による「生きる希望を育む～フランクル心
理学より～」と題した講演会を開催しました。

総会終了後は、希望者に健康栄養学科考案メニューのラン
チを福利厚生施設ステラマリスで提供しました。

会員と理事の皆様には感謝申し上げると共に、引き続き、
後援会活動にご支援とご協力を賜りたく、よろしくお願い申
し上げます。

（大学連携部会　堀籠未来）

部会活動報告
大学連携部会活動報告

大学連携部会では、「奨学支援」「課
外活動支援」「キャリア支援」の各支
援事業を通じて学生に対する支援活動
を行なっております。「奨学支援」で
は後援会からの援助金として大学に振
り込み、大学奨学金と一体運用し、経済的困難学生支援、東
日本大震災授業料免除支援、学生奨励賞支援を行いました。

「課外活動支援」では、白百合祭を2日間実施し、支援を行い
ました。「キャリア支援」では、公務員試験対策講座、履歴書
証明写真等、各学科の授業活動の支援を行いました。

大学側の先生方、職員の皆様方の熱意あるご協力のお陰
で、海外留学の実現など、大変充実した学生生活を送ること
が出来ました。心より感謝申し上げます。学生たちの今しか
ない貴重な学生生活を有意義なものとなるよう、これからも
部会と大学側との連携を深め、学生たちの支援を行って参る
次第でございます。

（大学連携部会長　遠藤由紀子）

事業部会活動報告

令和6年度事業部会では「後援会総
会・講演会の支援」白百合祭模擬店参
加」「卒業記念品の選定購入」の活動
を下記の通り実施いたしました。

１）後援会総会・講演会支援
開催日：2024年6月15日(土)
時間：11:30-12:30（後援会総会終了後）
場所：本学講堂
講師：加藤 美紀(学長・グローバルスタディーズ学科教授)
演題：「生きる希望を育む～フランクル心理学より～」
※保護者、保証人の皆様に加え多くの学生の皆さんにも
参加していただき大変有意義な時間になりました。

２）白百合祭への模擬店参加
2024年10月26日（土）・27日（日）両日天候に恵まれ通常
開催となり模擬店では伝統のねぎ油を使用した「チャー
ハン」と「飲み物」を提供し完売になりました。

３）卒業記念品の選定・購入
卒業記念品として前年度好評だった「ふくさ」を選定し
購入を決定いたしました。

保証人の皆様のお力添えを頂き事業計画を進めていけた事
に感謝申し上げます。また白百合女子大学教職員の皆様のあ
たたかいご支援にもお礼申し上げます。

（事業部会長　佐々木順子）

広報部会活動報告

広報部会では後援会会報の発刊、
ホームページの更新を中心に取り組ん
で活動しております。会報「Shirayuri」
は今年度で14回目の発刊になります。
「Shirayuri」は、後援会の各部の活

動報告を始め、学生の皆さんからの声を掲載することで、大
学、学生、保証人の皆様から情報共有し、相互関係の理解が
深まることを願っております。

会員の皆様の声も掲載していきたいと思っておりますの
で、ご意見や掲載してほしい記事等がございましたらぜひ理
事会にお声掛けください。

会報は年に1回の発刊のため、実質的な活動は年の後半の
数ヶ月となっています。それ以外では、後援会の理事として
理事会、後援会総会、白百合祭で活動しています。今年度は
コロナも落ち着き、スムーズな活動ができたと思います。

会報の発刊につきましては、大学の大きい支えの基にご協
力を頂いた皆様に感謝致します。

（広報部会長　相原裕香）
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白百合祭に参加して

2024年10月26日(土)、27日(日)に白百
合祭が開催されました。今年は両日と
もに天候に恵まれ、多くの方々にご来
場いただきました。後援会からは、毎
年恒例となっております「ネギ油香
る炒飯」を出店させていただき、両日完売することができま
した。出店にあたりご協力いただいた関係者の皆様、運営に
携わっていただいた皆様、お忙しい中ご協力をいただきまし
て、ありがとうございました。心より感謝申し上げます。 白
百合祭に参加することで、学生の皆さんが大学生活を楽しん
でいる姿を見ることができ、とても楽しい時間を過ごすこと
ができました。一生懸命準備をした出店やパフォーマンスに、
皆さんの努力と情熱を感じました。大学祭は学生の皆さんに
とって素晴らしい経験となり、充実した大学生活を送るため
の大切なイベントであると実感いたしました。 普段目にする
ことのない大学の雰囲気を感じることができ、学生生活の一
端を知る良い機会をいただいたことに感謝しております。 あ
りがとうございました。

（事業部会　鈴木貴子）

白百合祭御礼

2024年10月26日（ 土 ）、27日（ 日 ）
に 第57回 白 百 合 祭 が 開 催 さ れ ま し
た。2日間合わせて1009名と昨年に続
き多くの方に来場していただきまし
た。今年度は、「輝く個性！らしさ超
爆！お笑いLive ！」と題し、COWCOWさん、ZAZYさん、
CRAZYCOCOさんをゲストに迎えたお笑いライブを行いまし
た。また、新しい試みとして、中庭にトラックステージを設
け、カラオケやお客さんも参加できるゲーム企画も行い、来
場して下さった方々の楽しそうな笑顔をたくさん見ることが
出来ました。

委員会のメンバーが少ない中、新しいことへの悩みや不安
を抱えながらも試行錯誤し準備を進めてまいりました。また、
委員長という難しい役を務めることができたのは、支えて下
さった学生課の皆さんをはじめとするたくさんの方々のお力
添えがあったからだと感じています。

最後になりましたが、後援会の皆様方には白百合祭開催に
あたり、多大なるご支援、ご協力を賜りましたことを心より
感謝申し上げます。今後とも私たち学生へご支援くださいま
すようお願いいたします。

（白百合祭実行委員長　片平春里）

人間発達学科（子ども教育学科）

日頃より多大なるご支援をいただ
き、誠にありがとうございます。

昨年度より教員採用試験対策に励ん
でまいりましたが、後援会の皆様より
ご寄付いただきました教材を活用させ
ていただき無事に合格することができました。結果が出るま
で多くの不安がありましたが、その度にこれまでの取り組み
を信じ、夢を叶えることができました。心より感謝申し上げ
ます。

いただいたご厚情を無駄にせず社会人として恩返しができ
るよう精一杯努めてまいります。

今後とも夢の実現に向けて邁進する学生へのご支援を賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

（4年　佐々木悠嘉）

心理福祉学科

後援会の皆様の学科に対する補助金
事業の中の「国家試験対策」支援によ
り、私はたくさんの援助をいただきま
した。3年生の頃から模擬試験受験料
等においてご支援を賜り、そのおかげ
で、安心して学業に専念できる環境が整いました。心より感
謝申し上げます。

現在、来年2月の国家試験に向け勉学に励んでいますが、
国家試験の合格を目指して更なる努力を積み重ねて参ります。
また、国家試験合格後は、社会に貢献できる人材となれるよ
う一層の精進を重ねる所存です。今後とも変わらぬご支援を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

（4年　菅原愛菜）

事業活動報告

奨学支援（援助助金事業の御礼）
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健康栄養

後援会の皆様、日頃より私たち学生
へのご支援いただき、ありがとうござ
います。　

私たち1年生は、9月29日(日)東北農
政局主催のサスティナ東北食育交流会
に参加し、大崎市鳴子地区で稲刈り体験をしました。地元農
家の方々の指導を受けながら鎌を握り、刈り取った稲は想像
以上に重く、体力を要する作業に驚くと同時に、田んぼに広
がる黄金色の稲穂を手にした瞬間、自然と笑顔が溢れました。
稲刈り後、地域で大事に作られている米「ゆきむすび」のお
弁当で疲れを癒しながら、食べ物への感謝と農業の大切さを
実感しました。自然との共生を学び、地域との繋がりを深く
感じた実り多い一日となりました。

（1年　村岡春佳）

グローバル・スタディーズ学科

後援会の皆様、日頃より私達学生に
温かいご支援を心より感謝致します。
私はランゲージカフェや検定試験の勉
強を通して韓国語で会話が出来るほど
上達し、TOEICは目標点に到達しまし
た。この結果に甘んずること無く、更に努力し続けたいと思
います。このように存分に努力と挑戦ができるのは、一重に
後援会の皆様のご支援のお陰です。これからも後援会のご支
援のもと、勉学奨励金をよろしくお願い致します。

（2年　門間結希）

創立60周年記念ロゴマーク決定しました。

本学は2026年に創立60周年を迎えます。
学生・教職員・同窓会の皆様からの投票

により、創立60周年記念ロゴマークを決定
いたしました。

キャリア支援報告

2024年度は、下記3件の支援を実施いたしました。
①「ＳＰＩ就職試験対策講座」：ＳＰＩとは一般企業や法人

系で多く実施されている筆記試験で、株式会社東京リー
ガルマインドによりオンデマンドで実施しました。2024
年9月1日（木）～ 2025年3月31日（月）の7ｹ月間、不得
意な分野は何度でも視聴し、苦手を克服することができ
ます。1 ～ 3年生の35名が受講しています。

②「必勝！就職活動用　証明写真撮影会」：江陽写真室によ
る証明写真の撮影会を2025年1月16・17・20日の3日間実
施しました。プロのメイクとカメラマンの撮影がセット
になった完全予約制の企画です。3年生100名が参加しま
した。

③「公務員教養試験対策講座」：公務員受験を目指す学生の
ために、東京アカデミー仙台校による対面形式の講座（9
コマ）を2025年3月18・19・21日の3日間で実施しました。
行政職希望の学生だけでなく、専門職（保育士・福祉職・
管理栄養士）で公務員を目指す学生にも大変好評でした。

学生への就職支援のために、ご協力いただき深く感謝いた
しております。

 （キャリアリソース課長　泉田礼子）

大学からの報告

スクールバスデザインを変更しました。

デザインのコンセプトは「４学科の調和と女性らしさ」で
す。４学科を象徴する４色を基調とし、グラデーションの円
と曲線で女性らしさを
表現しました。曲線は、
キャンパス内で感じら
れる心地よい風も意識
しました。

課外活動において顕著な成果を収めた学生を表彰しました。

課外活動で顕著な成果を収めた学生を表彰しており、今年
度は子ども教育学科2年の岩谷菜穂さん（合唱コンクール金賞
他）と健康栄養学科2年の千葉綾
音さん（バレーボール大会優勝
他）が表彰されました。学長室
にて表彰式が執り行われ、加藤
学長より表彰状と記念品が授与
されました。
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2025 年度　行事予定

仙台白百合女子大学後援会
2024 年度　理事名簿

編集後記
本後援会報№14では、今年度の各部会活動報告やご支援に対する学生か
らの感謝の声、そして盛況のうちに幕を閉じた大学祭の様子他をお届けし

ました。学生の言葉からも、皆様のご支援が学生の成長に大きく寄与しているこ
とが伝わります。ご協力に心より感謝申し上げます。
また、大学祭では、多くの方々に楽しんで頂ける企画を展開しました。活気あ

ふれる様子は、本学の魅力を再認識することが出来ました。
新年度も学生の挑戦を後押しし、充実した大学生活を送れるよう支援したいと

思います。
引き続き、暖かいご支援とご協力をよろしくお願いいたします。　（広報部会）

仙台白百合女子大学
後援会ホームページ

活動内容が紹介されています。是非、ご覧ください。
また、理事を募集しています。お引き受けいただけ
る方は、後援会事務局（庶務課）までご連絡願います。

検索 仙台白百合女子大学　後援会

仙台白百合女子大学
寄付金のお願い

【目　　的】   仙台白百合女子大学の教育・研究環境
の整備充実のため

【使　　途】　① 教育・研究環境の整備
　　　　　　② 奨学資金の充実
　　　　　　　   経済的理由のため学業継続が困難

である優秀な学生への支援
　　　　　　　   留学生支援
ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

検索 仙台白百合女子大学寄付金の募集

後援会より卒業生へ
記念品贈呈

卒業生の皆さまに
記念品といたしまして
「ふくさ」をプレゼント
いたしました。

前　　期
４月 ２日（水） 入学式（本学講堂）
４月 ２日（水） ⎫

  〜 ⎬オリエンテーション
  ７日（月） ⎭

４月 ７日（月） 白百合ウェルカム・フェスティバル
４月 ８日（火） 前期授業開始日
６月１１日（水） 修養会
７月１４日（土） 後援会総会

  教育懇談会
７月２８日（月） 前期授業最終日

後　　期
９月１３日（土） 終活応援セミナー
９月１８日（木） 後期授業開始日
９月２５日（木） 後期オリエンテーション

１０月２４日（金） 白百合祭準備日
１０月２５日（土）⎱白百合祭・入試相談会
１０月２６日（日）⎰
１２月１７日（水） クリスマスミサ・学生会クリスマス会
１２月２４日（水） 年内授業最終日

１月 ５日（月） 授業再開
１月１９日（月） 後期授業最終日
２月１９日（木） 卒業判定結果掲示
３月１８日（木） 卒業感謝ミサ・同窓会入会式
３月１９日（金） 学位記授与式

仙台白百合女子大学後援会
〒981-3107　仙台市泉区本田町6番1号
TEL：022-372-3254
FAX：022-375-4343
E-mail：kouenkai@sendai-shirayuri.ac.jp

氏　名 担当部会
会長 上野　美和 大学連携部会副部会長

副会長 菊池　実穂 広報部会副部会長
副会長 加藤　亜由子 事業部会
幹事 柴　　君枝 大学連携部会
幹事 岩澤　麻里子 事業部会
理事 遠藤　由紀子 大学連携部会部会長
理事 佐々木　順子 事業部会部会長
理事 相原　裕香 広報部会部会長
理事 鈴木　貴子 事業部会副部会長
理事 佐々木　智浩 大学連携部会
理事 須藤　美和 事業部会
理事 佐藤　真由美 広報部会
理事 遠藤　実幸 広報部会
理事 伊藤　麻美 事業部会
理事 伊藤　千恵 事業部会
理事 髙橋　香代 大学連携部会
理事 氏家　幸子 同窓会長
顧問 加藤　美紀 学長

副会長 白川　　充 大学連携部会 / 学部長
理事 小形　美樹 事業部会 / 学生部長
理事 志田　昌幸 大学連携部会 / 事務局長
理事 石岡　宏美 広報部会 / 事務局次長・学生課長
理事 佐藤　啓朗 事業部会 / 図書館事務長
理事 川村　かほる 広報部会 / 教務課長
理事 泉田　礼子 事業部会 / 事務局次長・キャリア・リソース課長
理事 堀籠　未来 大学連携部会 / 事務局次長・庶務課長
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